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【
生
活
綴
方
の
源
流
の
源
泉
】 　
第
26
回

　
生
活
綴
方
は
、
書
く
こ
と
（
綴
方
）
を
生
き
る
こ
と
（
生

活
）
と
つ
な
げ
る
実
践
の
一
つ
で
あ
り
、
今
日
の
生
活
教
育

実
践
に
も
、
作
文
、
発
表
会
原
稿
、
学
級
通
信
、
実
践
記

録
、
卒
業
論
文
な
ど
広
汎
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
書
き
言

葉
で
、〈
い
ま
・
こ
こ
〉
に
い
な
い
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
た
め
、〈
文
化
〉
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
、
個
人
の
な
か
で
考
え
る
こ
と
に
も
使
え
る
。

筆
順
や
字
形
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
も
、
そ
の
人
さ

え
わ
か
っ
て
い
れ
ば
思
考
に
使
え
る
。

　
生
活
綴
方
の
源
流
は
定
説
と
し
て
、
大
正
期
の
芦

田
恵
之
助
「
自
由
選
題
綴
方
」
と
鈴
木
三
重
吉
『
赤

い
鳥
』
に
求
め
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
源
泉
と
し

て
明
治
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
軍
隊
に
お
け
る
「
日

記
・
日
誌
・
所
感
」
の
可
能
性
が
あ
る
（eYe

第
20
回
）。
こ
れ

は
、
軍
隊
化
の
す
す
ん
だ
師
範
学
校
だ
け
で
な
く
、
教
員
が
徴

兵
さ
れ
た
時
の
兵
営
で
の
経
験
を
通
し
て
、
体
罰
や
暴
力
、
し

ご
き
、
い
じ
め
な
ど
と
と
も
に
学
校
教
育
に
流
れ
込
ん
だ
と
考

え
ら
れ
る
。「
本
音
」
を
強
制
的
に
書
か
さ
れ
る
部
分
が
〈
自

己
表
現
〉
に
な
る
に
は
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
源
泉
は
、「
新
体
詩
」
だ
と
仮
説
を
立
て
た
い
。

新
体
詩
は
、
自
由
民
権
思
想
の
表
現
を
担
っ
た
り
、
軍
歌
を

生
ん
だ
り
と
多
様
な
展
開
を
見
せ
つ
つ
、
近
代
の
抒
情
と
し

て
〈
内
な
る
私
〉
の
表
現
と
な
っ
て
い
く
（
文
献
①
１
４
６

頁
）。
文
学
教
材
は
「
他
学
科
の
事
項
を
学
ぶ
の
で

は
な
く
」、「『
趣
味
あ
る
』
教
材
に
よ
る
『
品
性
の

陶
冶
』
に
主
眼
が
置
か
れ
」
た
、独
自
の
「
国
語
」

科
を
成
立
さ
せ
る
ま
で
に
な
る
（
１
８
９
頁
）。
こ

れ
が
「
改
正
小
学
校
令
」（
明
治
33
年
）
で
あ
り
、

沢
柳
政
太
郎
が
主
導
し
た
。
ま
た
新
体
詩
が
軍
歌

や
唱
歌
と
連
動
す
る
こ
と
は
、
生
活
綴
方
を
書
き

言
葉
だ
け
に
限
定
し
て
考
え
な
い
広
い
視
点
を
提

供
す
る
（
文
献
②
）。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

　

参
考
文
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① 
山
本
康
治
『
明
治
詩
の
成
立
と
展
開　

学
校
教
育
と
の
関
わ
り
か
ら
』
ひ

つ
じ
書
房
、
２
０
１
２
年
。

　
　

② 
ル
ソ
ー
（
増
田
真
訳
）『
言
語
起
源
論　

旋
律
と
音
楽
的
模
倣
に
つ
い
て
』

（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
、
２
０
１
６
年
、
特
に
24
、
90
頁
参
照
。
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